
ウンカ敷の長距離移動  17   

ウ ン カ類の長距離移動＊  

岸  本  良  山＊＊  

Long－dista11Ce Migration or Plallthol〕PCrS  

RyoitiKISIMOTO   

無麹亜網とよばれる一群のものや，二次的にハネを  

失ったものを除いて，すべての屈虫はハネをもち，これ  

を利用して，ハネをもたない動物である人間にとっては  

想像も出来ないような生活史を示す場合がある。その昆  

虫がとくに／j、塑である吻合には，人の肉眼によって，こ  

の飛しょう行動を観察することが難かしく，体験的に理  

解することが出来ない吻合が多い。このような吻合には，  

われわれは出来るだけ色々な場面を想像しつつ，色々な  

方法を依って，観測して見ることが蕊粟である。ウンカ  

敷の臆距離移動に関連する盛年の調査，研究の経過ほこ  

のことを示すよい一例である。  

ウンカとはどういうものか  

日本の稲作の歴史の中には，何回となく，凶作，凶荒，  

飢悠が紀線されている。西村，曹川編「日本凶荒史考」  

く1936）には，これらの事例が光明に集められている。  

蔑も多いのはひでり，洪水，暴風雨などの気象災潜で，  

つぎに多いのが冷容と，今から考えればこれに伴ういも  

ち癖などの満額で，とくに申，北部冒春で起ったものと  

思われる。これに対して，縛勘ヨ本では嚢虫による災寒  

が何回となく起っている。虫窃の場合にほその元凶が目  

で見えるので，その恐怖も気象災率とは一味違ったもの  

であったらしい。また，これら記録を懇望のこす人達と，  

粟際の管労を嫌わう虚民とはへだたりがあって，記録の  

摺びょう他にもいささか関越がある場合も見られる。し  

かし，200年位前になると，紀鋒もかなり正確になり，  

嚢要な点を麗みとることが出来るようになる。   

虫窃による飢櫨でおそらく愈大のものは挙保17年  

（1732）の飢饉で，記録によってまち濠ちではあるが，  

閑乳 山陽，山陰，九州緒地方で，10万人以上の人間や  

大型家畜が餓死し，100万人以上の人々が飢えに管しん  

だものとされている。収穫は平年の1／3～1／5で，流行病  

や幕府や高利貸からの借金遅磯背のため，社会不安は翌  

年まで続いた。この虫容の元凶がウンカ，これからのペ  

るトビイPウンカとセジロウンカであったと考えられる。   

天保10年（柑39），北越地方を中心に大飢饉が起った。  

これもウンカによるものと考えられる明瞭な記述が祝さ  

れている。明治30年（1897）にも空前の大発生があり，  

更に，明治36年（1903），明治45年（1912），大正13年  

（1924），昭和4年（1929）に金圏的大発生があった。昭  

和15年（1940），太平洋戦争のはじまる前科こも，明治  

30年につぐ近年まれに見る大発生があり，筆者の出身地  

四国でも腱民が大騒ぎしたことを記憶している。   

これら大発生と寓按，間接に関連して，弱虫に関する  

研究組織が作られ，成栄も次第に上っていったわけであ  

るが，その足どりは決して平たんで，瀞爽であったとは  

いえない。   

ウンカ敷というのは，アブラムシ敷，セミ斬などと共  

に同遡馴こ入る。ヨコパイ塀もこの仲間であるが，色々  

な点でかなりはっきりしたちがいがある。ヨコパイ薪の  

代表はツマグロヨコパイで，休会体が鮮やかな線で，ハ  

ネの先端に黒い斑紋がある。ウンカ聯ほ概して地味な色  

調で，目立たない。節1図に見られるように，複眼の間  

が狭く，頚潰が四角に突出しており∴アンテナの2つの  

飾が大きい。ハネは透明で，チョウににて縦にハネをた  

たむ。ヨコバイ敷は，複眼の間が広く，ゆるやかな円形  

である。アンテナの遊飾は小さく，繭バネが不透明であ  

るので，後バネや遊ば上からは見えない。ハネはガのよ   
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第1図  

うにやや水平にたたむ。ウンカ朝はその殆んどがイネ科  

植物を吸汁するので，イネ科作物だけの事由（例外とし  

て，タロイモウンカはタロイをの蕊栗嚢虫である）であ  

るのに対し，ヨコバイ敷はイネ科作物だけでなく，果樹，  

やさい，花などの大抵の作物を加肇する。稼動数もヨコ  

バイ敷がずっと多い。ウンカ類，ヨコバイ頻ともに吸汁  

による加容の他に植物ウイルスを媒介するが，ヨコバイ  

はマイコプラズマも媒介する。ウンカ頬が媒介するマイ  

コプラズマ稀はまだ知られていないようである。   

イネを加窃するウンカ類はわずかに3種であり，政も  

嚢要なのがトビイロウンカ動物矧Ⅷ馳板野郁錮1で，  

拍穂後坪枯れを起すので秋ウンカとも呼ばれる。次に肇  

の大きいのはセジロウンカぶβg細～血刀紆で娩rαHorv如ll  

で，夏ウンカとも呼ばれ，第3はヒメトビウンカ  

エαク滋わカαズぶ汁如e肋∫Fa】l血で，吸井領闇少いがイネ  

絡基枯職や鼠粂番締柄などのウイルス病を媒介する。ヨ  

コバイ敷ではツマグロヨコバイ∧廃カβre！／～ズCgJ‡蝕厄卯  

U汀krとイナヅマヨコバイ凡矧服mわ相計葎M加SChulsky  

の2梯と南西渚飽ではツマグロヨコバイの近縁のクロス  

ジツマ グロヨコパイ〃．J痩J・q）如才∫S拍lとタイワンツマ  

グロヨコバイ 〃．vfrピタぴJ7∫Distantのほかにイネキイロ  

ヒメヨコパイ開扉m混明蕗Motschulslくyが分布してい  

る。以下のペる盛距離移動の三‡三役はトビイロウンカとセ  

ジロウンカであるが，ヒメトビウンカやイネ以外の植物  

を食輩とするウンカ澱も商い移動機カをもっていること  

が明らかにされて来た。これに対し，ヨコバイ顆は灯火  

にはよく飛来するが，養距離移動性ほ低い。   

ウンカ敷の成虫にはハネの短い，短適塾と正常に発適  

したハネをもつ虜適塾が見られ，この塾望の決定は2～4  

令の幼虫湖の糾の状態やウンカの密度などの影響をうけ  

る。その出現の比率は範特興恍が見られ，トビイロウン  

カ，ヒメトビウンカではメス，オスともに2麹董旦が見ら  

れるが，セジロウンカではメスにだけ2遡型があり，オ  

スは盛題名隻だけである。   
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ウンカが内地以北，少なくとも本州以北において普遍的  

に越冬しうるや否やははなはだ疑問で，冬硯イネの枯死  

しない程度の暖地で成簡をつづけつつ越年したものが，  

毎年飛来イ云晒して来るものではないかという憶測を抱く  

に至ったと述べている。これが飛来貌の廠初の公袈であ  

ろう。   

村‡ヨ・平野（1932）は「本邦内州般田岡の如く冬掛こ  

於て浮塵子の餌食に欠くる他に於ては冬∋撃濾完全に経過  

する能はぎるものと認められ，従ってその越冬地ほ冬期  

といえども相当高温を保ち，かつ浮娘子の食鋼に欠くる  

所なき地一致らくは本邦本土爾媚部の地方なりと愚考せ  

らる。而してかゝる地に於て越年したるものが侮呼気憐  

の温暖となるに従ひ次第に繁殖力を増大，漸次其の生校  

地域を拡大するものと認められ＝・（原文）」，とのペ，完  

全な形で飛来説を袈明した。   

この飛来貌は，かなりはげしい批判をうけた。しかし  

その批判の般拠ははっきりしたものではなく，飛来貌が  

あまり唐突だからという程度のものであった。一方では  

飛来鋭に興妹を示す人もいたが，炎体的な研究劉・蘭が立  

てられたようでもない。窃通学もまだ発展途上であった  

し，ウンカの大発生が毎年起るわけでもないので，議論  

だけで終っていたようである。  

ウンカ類の生活史研究の近代史  

前段でのぺた越冬についての飛来貌とその初歩的反対  

納はいわば，ウンカ問題の中世史のようなものである。  

こののち昭和26年から戯林省はウンカ問超に本腰を入れ，  

多くの人々がこれに参加した。しかし，その結果はむし  

ろ迷路に迷い込んだようなものであった。緒報軌 繍脱  

が入り乱れた。中にはいまだに訂正や批判されないまゝ  

に放腱されている約文もかなりあり，率門外の人々が不  

用意に引用すると殴るおそれのあるものもある。非常に  

興味あることには，中国でも両種ウンカの越冬に関して  

飛来貌と越冬貌の対立があり∴覇者を天派，後者を地派  

と呼ぶそうである。貰い得て妙である。   

項目別に研燐灘湖の概要，それに対する筆者なりの意  

見をのペてみたい。まず，近縁種の問題であるが，トビ  

イPウンカには近縁称が少くとも2呼が日本内地に分布  

しており，アシカキを研としている。休眠に入っている  

卵はアシカキの茎の中で越冬し，翌春新案の展開と共に  

ふ化，発育を開始する。この近縁穐のうち，トビイロウ  

ンカモドキⅣ∫7呼αrⅦね∂α如rどMuirはやや大亀で温帯   

ウンカ頻のイネに対する加瀞は幼虫）臥 成虫綱を通じ  

ての吸汁による。明朝魔の多いトビイロウンカやセジロ  

ウンカは一目に体韮の数倍もの汁液を研髄物から吸い出  

す。更にこのl汲汁の時に唾液を植物の中へ注入するが，  

これに伴って植物ウイルスを伝播する場合もある。   

熟静アジアにおいても澄も蛮婁な稲作潜血はトビイロ  

ウンカであって，一皮もその激しい被撃を見ない地方は  

一つもないといっても過嘗ではない。しかし，それはせ  

いぜい20年この方のものであって，例えば，ルソン抱囲  

鄭にある国際網研究部（王RRI〉でも1964年にトビイロウ  

ンカによる坪枯れがはじめてぎ】冒発たが，これがトビイロ  

ウンカによるものであることを知る者はいなかったそう  

である。‡RRIは1粥2年から来際紛研究率業を始め い  

わゆる多収性品繚の育成をはじめたが，2年後にはトビ  

イロウンカの一撃をくらったわけである。熱帯アジア各 

園でも断簡は大体i司じで，多収性品種の軍人後間もなく，  

トビイロウンカの大発生を招いている。それ以i汀は殆ん  

どその被沓は記録されていない。中国中綿部でもこれと  

大体同じで，トビイロウンカの大発奴は1鋸0年代末から  

であるという。  

ウン力餅の生者史と開題点，飛来醍と内地越冬鋭  

温樽以北で発生する昆虫は各の期間，発簡不可能な低  

温や食物不足に耐えなければならない。多くの場合，個  

体数は敵城し，越冬可能な発磯段階のものだ桝こなり，  

翌春生活条件の回復と炎に…斉に発育をはじめる。この  

越冬期間中の動向はその昆虫の生活史の蕊要な断蘭の一  

つである。   

ウンカ耕についてこの越冬状況について疑問が出され  

たのは村田（1927）の論文がはじめてであった。トビイ  

ロウンカ，セジロウンカは嚢内飼育をしても12月になっ  

て気温が低－Fすると全部死滅してしまい，野外において  

も冬き明聞探輩出来るのはヒメトビウンカ（弧符原産のも  

の）だけであり，爽に不思議であるという滋味のことを  

のペている。   

その後，村田・平野（1929）はその約文の申で，越冬  

聞及について蕊要な点をほとんどすべて述べた。すなわ  

ち，ヒメトビウンカの食欝陀抑まそうとう広いが，トビ  

イロウンカ，セジロタンカはきわめて単食性で，野外で  

はイネだけ，嚢内飼育によってもマコモで飼育が可砕か  

もわからない程度であるということ，イネの本田移植以  

前の生息域所はまったく不明であること，そして，両種  



将  本  良  山  20  

から熱帯にかけて分布しており，ニセトビイロウンカ  

〃∴珊扉バ（コ由閲しはやや小型で温執こ分布する。この2  

種がトビイロウンカとまちがわれて，越冬状態発見とさ  

れたことがある。この近縁種は共に短適塾が非常に高率  

に出現するのが膵艮で，爽際に上にのペた報告でもこの  

ことが密かれている。現在では種の見分け方が確立され  

たので誤認の危険は殆んどない。   

セジロウンカ，トビイロウンカがイネ以外のものでも  

生息出来るかどうかという点では，大きな混乱が潜った。  

多くの人々が水田周辺のイネ科，その他の雑草で飼育を  

試みた結果を次々に公衆した。そして少しでも発漕が遊  

んだり，卵を産みつけたものを食革としたため，これを  

単に余計すると，トビイロウンカの食欝は4科29種，セ  

ジロウンカは2科39穐という始発になってしまった（持  

田・岡臥1971）。これを1つ1つ反諭して行くことは  

容易ではない。この2様のウンカの場合のように意見が  

対立しているときにはとくに注渡すべ車であったのであ  

るが，少くとも単野外条件，例えばポット絶えの植物の  

上で，梗代をくり返すことが出来るかどうかぐらいは確  

かめるペきであったと患う。爽際に野外でセジロウンカ  

やトビイロウンカが，これらの雑草の上で酬彗を送って  

いる状態は報告されていない。   

筆者が0けgα燭植物を用いて飼育就験を行ったところ  

OrγZα∫αJf柑L，の祖先といわれる0．perβ〃油Moench．  

や，西アフリカで栽培されている0．gf々おrr∫ナチ7αSteud．  

およびその祖先とされているαか抑鞠扉摘A，Cb¢Ⅴ．  

はトビイロウンカの食撃としてはイネと殆んど変らない  

くらい好適であることがわかった。   

もっとやっかいなのは休眠に園するものである。一番  

はじめの村田巨平野の論文以来，セジロウンカ，トビイ  

ロウンカには卵，幼虫期は勿論，成虫でもいわゆる休眠  

状態，一口にいえばその混血の内的要因，多くの場合ホ  

ルモン支配によって発潜を一定期間停止する状懸ほ存在  

しないことが広くうけ入れられて発ていた。それにもか  

かわらず，いくつかの論文では卵憩休眠を発見したとし  

て，その誘起，覚醒条件について約じている（三亀1鋸1，  

奥村，1963，杉本，1967）。これらの論文では休眠につ  

いての貌明や定或は殆んどなく，野外で同じようなもの  

が発見出発るかどうかなどば全然諭じられていない。こ  

れらは学会籠に載せられており，英文サマリーもつけら  

れているので，今後も広く読まれるであろう。この論文  

でのべられているような現象に督適性があるのであれば  

これをきっかけとして続々と野外での発見や蛮内実扱が  

出て来て，最初の翰文が締施されてもよさそうなもので  

ある。   

同じように日本内各地で採縫されたセジロウンカやト  

ビイロウンカに地理的変興が見られるとか，温泉の湧く  

付近で冬の閣もイネを栽増した場合，両様ウンカがその  

上で越冬したとか，イネのない離偽の雑軍の中で成虫を  

採集したというような報碧が次々と出された。しかし，  

これらの報告が，セジロウンカ，トビイロウンカの越冬，  

飛来関越の上でおめる意味はよく分からない。   

これら渚報皆の中で，興味のあるものもいくつか出さ  

れた。灯火による誘殻をやってみると，ある晩，突然に  

多くのセジロウンカやトビイロウンカが採鍵されること  

があり，これは以前から「異常飛来」と呼ばれて米たが，  

これがウンカ問題解決の盟賓なカギであるという予想は  

かなり行き渡っていた。とくに5月～7月のイネ栽培の  

初鏑に見られるものは興味深いが，その例は冴へ行く提  

多く，またその飛来数も圧倒的に多く，これこそ攻める  

べき政適目標と思われるのに，栗に簡単に見過されてし  

まった。   

桑原（1950）は，トビイロウンカの初飛来日（その年  

の政初に灯火誘殺される目）には低気圧がEl本梅の中，  

北部にあり，これから寒冷職級が爾軌このぴ，その爾来  

側では商酉の暖かい風が6～7汀】／SeCの速さで数時間吹  

き，寒冷前線の通過と共に風は変えた。この間，気温は  

夕方から夜になっても低下しなかったという。その後セ  

ジロウンカの初飛来目についても分析し，トビイロウン  

カよりやや早い時鰍こ起り，このと尊は梅雨前線が‡ヨ本  

列島南岸沿いにあって，この上を低気圧が東進し，3～6  

m／secのやや弱い，北ないし北西の風が矧時間吹いた  

という（桑軌1956）。これらは後に筆者が調査した結  

果（第2寂）とよく符合するもので，その筋眼の正しさ  

を示しているが，披は股終的には，トビイpウンカは比  

瞭的近い簡酉方面の暖地から移動して来るが，セジロウ  

ンカは主に当地に数息したものであろうと緒論した。越  

冬を指向するいろいろな報告にひきずられたように一弘わ  

れる。   

もう一つ興味深いものの中に「渡りウンカ」と：いうの  

がある。多くの混血で秋になると成虫が山澄の石などの  

下や枯翠の準などへ移り，越冬する例が見られる。ウン  

カでも山地を調査した結果，8月発から9月にかけて標  

高数100m以上の山地の，やや開けたイネ科雄琴他職   
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で多数のセジロウンカやトビイPウンカが採基される例  

は，九州から北海道にかけて各地で見られることが分っ  

た。これらは「渡りウンカ」と呼ばれ，それがなんとな  

く山地での越冬の可敵性を湖持させた時潤もあった。そ  

の可能性は間もなく打消されたが，ウンカ頻の移動能力  

を示す一場面として興味ある箪爽であることにはちがい  

ない。   

以上の緒報告は非常な労力と時間を使い，議論を盈ね  

たものと思われるが，すべて，内地越冬の方向くこ条約さ  

れ，戯林省柄潜血発生予察特別報告第20骨（196恥更  

には昭和41年の全国的大発生を鯛姦した配線である病喀  

血発生予察特別報告第22尊く1968）として公衆された。   

このウンカの越冬，飛来問題でもそうであるが，既成  

の考え方や羽衣方法から抜け出すのがいかに無しいかが  

よく分る。ウンカ敷が非常に小数（4～5mm位）であり，  

とうてい盛距離を飛ぶことは難しい，また逆にいえば，  

／jヽ劃であるからどこかにひそんでいるかも分らない，と  

いう考え方，また灯火誘殺法による調査が盛年行われて  

発ており，その匁軋例えば，夜しか働かない，強雨下  

では働かない，またその効果ばある気象条件下，例えば  

夜間高温，高湿皮下では綺淑されがちであることなどが  

分っていても，これから練れて別の，目的によく合う方  

法に乗り換えることが難しいことを示している。また，  

人為条件下で新しい方向の紳果が得られた場合，これを  

自然条件で再現して見るという応用科学の節1歩を無視  

して，結論を公表してしまうという，誤ったデータ万能  

主義におちいっている。  

南方定点におけるウンカの大群の発見   

昭和42年（1967）7月，気象庁の定点観測船「おじか」  

ほ，南方定点，北緯290，衆嫁1350，つまり，潮岬岡方  

500km，種子島の爾来450kmの洋上で，気象観測単に  

ウン◆カの大群に遭遇した。同船の気象盛であった鶴岡保  

明技官の報告（1968）によると7月15冒夜2匹，7月16  

日夜数1000匹の小型盈虫が灯火へ飛来し，ついで7月17  

日には昼から夕方にかけて，船の周辺を粉雪が舞うよう  

にこの昆虫の群飛が見られたという。当時の気象は1相  

は西岡魔の風がやや強く，17日は終日3～5叫secの商務  

酉の弱い胤乳温は27．4～28．60c，湿度は90～96％，水平  

視程は良く，20～30kmであった。この／j、型昆虫はその  

後石原保によって，少数のトビイロウンカを食むセジロ  

ウンカであると同定された。16日21時の定点上の空気が   

どこから発たか洗練図をさかのぼって見ると，フィリッ  

ピン米方を通り，北締200以網より米た気流は石垣臥  

宮古駄 沖純本島の近くを通って定点に適するという。  

この考えで行くとこれらウンカはフィリッピンあたりか  

ら，補閣繍飽沿いに，直接日本列島中央部へ飛来するよ  

うにとれ，これには後にのペるように多少関越があるが，  

ウンカ敷の長距離移動の可能性廃油カに示す，榔的的な  

発見であった。その後の調査では昭和43年（1968）7月  

6～7E】にも，lヨ中南西，10m／sec以上の凪が吹き，  

夜になって風がおさまった後21時30分から22時30分の聞  

に数100匹のウンカが飛来した。これ以降，筒方定点の  

みならず東シナ海でもウンカ敷の飛来を調査することと  

なり，九州虚業試験瀾の虫溶解3研究塞が担当すること  

となり，現在まで統けられている。  

綾上におけるウンカ類の飛来情況の調査  

雑者は昭和41年7月，楯岡県筑後市にある九州虚栄試  

験場へ檻任し，ウンカ叔の越冬，飛来について本格的研  

究に取組む機会が与えられた。すでにのぺたとおり，内  

地越冬脱にはかずかずの凝問点があり，むしろこれらの  

確報脅は内地越冬の可能性を否定するものであると考え  

ていた。ヒメトビウンカが4令幼虫で休眠越冬するのに  

射し，セジロウンカ 11ビイロウンカは卯，幼虫ともに  

休眠しないこと，成虫の産卵前期間に対する各種要因の  

作躇を調儀し，成虫休眠の可能性を考えてみたが，すべ  

て否定的であった。   

筆者が気になったもう鵬つの点は調査法があまりにも  

灯火誘殻に偏りすぎていることであった。もし少しでも  

凝距離飛来の可能性を期待するならば，それに見合った  

方法を使うペきだと考え，蔑も低単で，寓按的な方按と  

して，出来るだけ大塾のネットを空中に上げておき，塗  

痺を飛んでいる昆虫を調査しようと考えた。最終的には  

第2図に示したとおり，政経1m，深さ1．7mの，テト  

ロンゴースのネットを作り，地上20m位に上げること  

にした。ネットの底はいわゆる「もどり」の要領で，1  

庶人った底止は凪がおさまっても逃げ出せないようにエ  

失した。このネットには目的とする2種のウンカの他に，  

ヒメトビウンカやその他のウンカ輝，アブラムシ類，ハ  

エ薪，クモの幼生など非常に多数の／J＼覿混虫が採鉱され，  

チョウやトンボとはちがって，その飛んでいる姿をわれ  

われが目で見ることば出来ない小型尾索も爽によく飛ん  

でいることが分った。   
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ンカ潮の飛来情況を調査したが，そのうち励も典型的な  

多飛来の例は次のようなものであった。  

1969年5月20‡ヨ過ぎからヒメトビウンカが紺地される  

ようになり6月20iヨ頃まで続いた。セジロウンカがはじ  

めて紺虫されたのは6月12，i3日で，6匹であった。当年  

の第1披である。節2汲は6月25Eほゝら26日にかけて見  

られ，これが典型的な飛来となった。‡ヨ本の簡梅上に無  

恥このぴる梅雨前線が停滞していたが，2相3時頃，こ  

の前線上の準簡虻1001ミリバールの低気圧6月40号が発  

生し，速度50km／hrで東進した。この低気圧は25E‡の  

3時どろ隣州島の商軌こ適し，これから簡蚕引このびる温  

暖前線が9呼頃，調査地点，筑後市の上空を通過し，繭  

線の南側の噴気滞，つまり湿告がやって発た。風はそれ  

まで北ないし粟の弱いものであったが，これ以後商館の  

強い風に変った。爾は強くなったり，弱くなったりして，  

まるで小さな暴風雨のようであった。気温は220～230C  

まで上り，夜ヱ匡までほとんど変らなかった。2柏の3噂  

どろから風は弱まり，気温も200Cまで下った。この隠  

寒冷前線が爾下し，北側の高圧将に入ったものと考えら  

れる（節3図）。   

前日24E116時の調避ではネットにはセジロウンカ，ト  

ビイロウンカほ人らず，予察灯にも人らなかった。25日  

16時の調査でこれらウンカが入っていることが分った。  

強風雨で仙郷分つぶれたものもあったが，少し前から捕  

第2閣 加美地将に散記されたネット，事前水田中  
にあるのほ黄色水盤  

典型的な長距離多飛来の実例   

筆者は昭和42年（1967）以来6矧攣，ネットによるウ  

120  130  ‖0  

節3図196坤6月2痛から28日にかけての侮日6時の低気圧と前線の位溌，巨体列風上の鼠丸  

は25日の夜，予察灯で飛射‡観察された地息白丸は2引ヨに，×印は飛来のみられなかっ  
た地点を示す0東シナ海上の破線は196時の調査船の航臥Tは簡方鼠払Rは凌風丸の  
定点（3lO30′N，1270軌Klは啓風丸の定点（3lON，1270E），Kヱは同（3lON，126qE）   
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通されはじめたものと思われた。節1表に示したとおり，  

これから後18，19，20時と捕虫は観いた。18時から柑時  

の間の1時間に，ネット1つでセプロウンカ約90匹，ト  

ビイロウンカ約20匹も捕放された。その後飛来は急に  

減ったが，翌‡ヨまで，商酉風の下で1時間当り2～3匹  

の執で続いた（箪1表〉。   

低気圧は26日6時，能登半島の北方にあり，60～70  

kl¶／hrの速度で北東逃し，26日15時機邪神に適し，低  

叙任の敢盛期を迎えた。その後，褒弱しつつ北海道西  

岸を北北来遊し，宗谷海峡を経てオホーツク淘を北上し  

た。   

この25E！夕方から夜にかけての抑塊状況を天気図と照  

らし合わせて考えると，低気圧の商側にある暖気碑のう  

ち，寒冷前線よりの部分に多くのウンカ難がふくまれて  

いたことが分った。lヨ本各地で行われている予察灯の誘  

殺結果を見ると，天気図の上で26日6時まで貯寒冷前線  

が南下し，風のおさまった地点，能腰ヤ瀾から紀伊半島  

岡部を斜めに結ぶ線より西側の九州各地，中国，閻魔の  

大部分では筑後市と同様6月25日に多飛来かみとめられ，  

これより東側では26日の夜もしくは27‡ヨの日の出前に誘  

殺されていることが分る。また‡猪東北部や果北地方では  

礫殺されていない。さらに率逓にも，滴方定点でもウン  

カ斬の飛来調査が朽われており（里見・板倉，1970），  

この間じ前線が停滞前線となって商方定点滋磯下したの   

が2フE‡12時過ぎで，この瀞後にメイガ敷やゴミムシの飛  

来を観察しており，18時の調査でネットにセジロウンカ  

6匹，トビイロウンカ3匹，ヒメトビウンカ11些が稗ら  

れた。6月22E】定点での胴衣をはじめてから，これが放  

初の捕衰であった。同夜は船上の灯火にも飛潔し，19～  

23時の閲にセジロウンカ353匹，トビイロウンカ81匹を  

採娯し，また，演殺灯3コ合計で・kジロウンカ2Z9蔓些，  

トビイロウンか48匹を得た。   

このように6月25日から27日にかけて九州西部から関  

東地方，更に南方定点と，栄西約1000kmに及ぶ地域  

で，西から来へとウンカ頬のにわか雨が降ったことにな  

る。筑後市におけるこの！ヨの1日当りの捕政教は，5月  

末から6月はじめに見られたヒメトビウンカの飛来ユ舅の  

1El当りの数よりも多い。ヒメトビウンカはその周辺の  

変相や雑輩地から飛び立ったものと考えられ，幼虫はい  

くらでもその周辺で探鉱することが出来たが，セジロウ  

ンカ，トビイロウンカの幼虫は採集出来なかった。   

26Ei夕方水l月内での飛来虫密度を調査した紙栄，平均  

して100株当りセジロウンカではメス104i些，オス85匹，  

トビイロウンカではメス50匹，オス24匹であった。この  

1つの飛来放で故になれば全面的に坪枯れになることば  

明らかで，このような大飛来が1晩のうちに起ったので  

ある。この時の空気illの密度を計算してみた結果は次の  

とおりであった。ネットに凪が当った場合，その抵抗が  

節1衣19紳年6月25E‡から26E＝こかけてのウンカ斬の多飛来と気象条件  

風程は各時刻虻での1時瀾の侶，ウンカ斬は各調査時に得られた倍   
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あるため，有効夜径は84cmになることが風洞来験の  

終発で分り，これをもとに平均風速からネットを通過し  

た空気の盈を推蒐した練乳 6月25E‡の18～19時の間で，  

ユ∝沿m3，つ濠り1辺が10mの立方体の申で，セジロウ  

ンカは6・50匹，トビイロウンカで1．68匹となった。この  

小さなウンカを10m先まで見ることば難しいであろう。  

つまり，山見で兇とおせるくらいの広さの申で，ウンカ  

が数匹飛んでいるというのが，この時の多飛来の姿なの  

である。昆虫の多飛来といえばバッタの鮮飛やハアリの  

灯火への袋田的飛来を想像する向きもあるかも分らない  

が，ウンカではこれが嚢憩であることが分った。その後  

の調査でも，これ以上の高密度を測定したことはない。  

しかし，このような飛来が数100キロにわたって起ると  

ころにウンカの飛来の神慮がある。  

飛来の類型化  

以上のべた典型的な多飛来での気象条件とウンカの飛  

来密度を参考として，1967～1972年の6年間の調査結果  

を顆塾化し，節2表に示した。飛来汝の納出にはネット  

による捕頭数を重視し，これに予察灯や黄色水盤（レモ  

ンイエローのペンキをぬった聴窪60cm，深さ10cmの  

ブリキ製の水盤で，これに水を半分位入れ，厳密剤を加  

えてイネの革冠部に設置しておくと，ウンカなど小型混  

血が日の出，日没時に多数併殺される）の結果も参考に  

した。飛来改はたいてい低気配の通過に伴う商西風の迎  

吹のあいだに起り，その前後には移動性高気圧が通過し  

て飛来に切れ目をつくっていた。セジロウンカではネッ  

トに100匹以上，黄色水盤に200匹以上（メス，オス合計）  

の飛来があった場合多飛来とし，これ以下を小飛来とし  

た。トビイロウンカでは元来飛来数は少ないので，ネッ  

トで10匹，水盤で50匹以上を多飛来とした。   

上にあげた1969年6月25日の典型的多飛来の例のよう  

に，顕著低気圧が大槌中央部で発生し，日本列島沿いに  

東北進するものを標準型とした（節4図TYP）。12例が  

抽出され，セジロウンカの多飛来をもたらし，いずれも  

トビイロウンカの飛来を伴っている。そのうち7例はト  

ビイロウンカの多飛来，5例は小飛来をもたらした。か  

なり強い，2Z～250Cの温かい関西風が平均19時間連続  

して吹いた。このような気象条件は天気図を見ておれば  

容易に抽出出来るであろう。同じような気象条件が起っ  

第2袈1967年から1972年までの6年間に得られた40飛来披の類型化とこれに関連する気象  

粂恥 とくに南西風の特性  

飛来時のSSW～SW風の特性－  ウンカの飛来数によ る分檜＊＊  
顆例数  

皿・般的気象条件  

迎吹時間激高速度敢低親弧＊＊    km／h  Oc  セジロトビイロ ウンカウンカ 多小多小無   

型                       腰 準 型   
いに来光逓   顕潜低気圧が大技中東 郎で発生，冒＊列偽沿   9～司6 を…；芸ア 22・0～25・4 （1ミ）．3）  12  0 7  5  0   

台風抑制彗竺  惚気庄の進路は標準型 だが 
，務細‡8に台風   （23．8）   23・3～24・5   0  2 0  2  0   

良時間逃映闇  太平洋高覿圧の周辺に あってSW風連吹  81～105 ㌫ぷ 鉦0－26・0 （90．5）  1 3 1 3  0   
小飛来 1聖  低気圧が日本列島南側 を来進  卜2312～3315．8～2∠l．6 （15．5）（19．2）  0 11 0  3  8   

2型  低気圧が朝鮮半偽小・ 北部を通過  5～60 20－3819．7～28．8 （29．6）（27．0）  0  5 0  ぺ 1   
3型   低気圧台湾付近で亨竃生， 北北東逝  j巨1910～2019．∠ト21．5 （13．0）（13．0）  0  3 0 1 2   

首立った低気圧の通過  
仲澤前線型   なく，停滞前線常にあ り  （5昌？。） ‡望諸 22・0～24・9  0  3 0  2 1  

＊帽と平執政高風速は各飛来披毎の3点移動平均機の殴高僧。  

＊＊飛来汲の見られた時のSSⅥ／～SW風の数億気温。  

＊＊＊各飛来故についてセジロウンカでは黄色水盤で200軋 ネットで100匹以上トピイロウン  

カではそれぞれ50巨⊆，10匹以上を多数飛来とした。   
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第41親 機準塾（TYP）と小飛来型の飛来をもたらした低気圧のルート  

ても商側に台風があるとウンカの飛来数は拭った。次に  

低気圧のルートが標準型より爾や北にそれたり，台湾の  

周辺で発生して北上する場合，セジロウンカの小飛来を  

もたらし，トビイロウンカを揮わない場合も見られた  

（箪4閣MF）。とくに小飛来1塾は飛来j銅の初狩＝こしば  

しば見られる塾で，簡西風の吹く時間も短く，気温も低  

い。そして多くの場合トビイロウンカを伴わず，前にの  

ペた桑原（1956，60）の解析したセジロウンカの初潤飛  

来とよく合う。その他飛兼瀾の末期に太平渾高気圧の酉  

北部周辺にあって，温度のやや商い南西風が3～4日間  

迎吹する場合にほセジロウンれトビイロウンカ共に多  

～小飛来が見られたが，及時間の累撥飛来数なので，密  

度は高くない。また竃首線が停滞し，目立った低気圧の通  

過の見られない墟合があるが，やはり地上もしくは上空  

には補習削乱があり，／j、飛来が見られた。   

以上のように，梅雨中，発瀾恨瀾線瀞にあって，南西  

風がかなりの時間吹く場合，多少ともウンカ澱の飛来を  

もたらすものと予想して間違いないといえる。  

寮シナ海海上における移動昆虫の鵠査   

1967年の南方定点書こおけるウンカの大群の発見や陵上  

におけるネットによる調査の結果が卓っかけとなって，  

来シナ溢将士で爽際に／ト型混血が移動しているかどうか  

調査することとなった。東シナ海における独楽資源を調  

査する水盛庁の調査船陽光丸（213トン），後には気象庁  

所属の気象観測船，凌風丸（1598トン），啓風丸（1795  

トン）に便乗させて頂いた。調査方紘は陸上と同じ大き  

さのネット（ただし材質はずっと丈夫なサラン網を使っ  

た）を主とし，これを3時間毎に降して捕虫数を調査し  

た。補足的に灯火に集るもの，日中船上で見出されるも  

のはなるペく多く採粂することにした。   

梅雨期の栄シナ海の天気を大貴く分け，その時の昆虫  

の飛来状況を示すと第3衷のとおりである。そして，衆  

シナ梅中央部に前線が横わり，その南側にやゝ強い南西  

風が吹く時，ウンカ覇をはじめ，移動性の／j、塑兇虫が多  

数飛来することが分る。典型的な多数飛来時の天気図を  

妨5図に示した。  

第3表 梅雨申，木調における東シナ海の一般的気象条件と小型混虫の移動  

職級の佗儲  主な風向  気   温  天  気  小型成虫の飛兼惜況   

南  下  北より  180～20℃以下  く も i）   
アブラムシ，ハエ  
などが′ト数   

中  央  南 西  220～2（；℃   きり，にわか雨  ウンカ，ガタ訳多数   

北  上  粟より  260～28℃以上  快  晴   な  し  
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節5因 果シナ海定点Kヱ（3lON，1260E）においてウンカ等／j、型温血の多数  

飛来が見られた時の天気図  

節4袈 粛ミシナ海海上調査における飛来の多かった準の結果  

セジロウンカ  

トビイロウンカ  

ヒメトビウンカ  

ヒエウンカ  

その他ウンカ  

ツマグロヨコパイ  

その他ヨコパイ  

カタグロミドリメタラガメ  

ムナグロキイロメタラガメ  

その他メタラガメ  

コアノメイガ  

シロオピノメイガ  

そ の 他  

合  ．汁  
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ヒメトビウンカのイネ縞葉枯  
柄保葦…蓑虫率  

1969年は水魔庁陽光丸1977～1980年は気象庁啓風丸に便乗。純良数はマストに上げた3コのネッ  

トの他 灯火などに飛来したものを採集した合軋保嚢虫率は抗体感作赤血球凝集反応による。  

東シナ海における調査のうちとくに飛来の多かった年   ンカであるが，3布鋸こ多いのがヒメトビウンカであるこ  

の締出結果を節4嚢に示す。その将盛的な点は次のとお  と。ウンカ類にはこの他にヒエウンカ勤脚扉吋搾油血流  

りである0救も多いのがセジロウンれついでトビイロウ Ishihara，シロウズウンカ劫払′ク庇わカαガタ「御用ヴ〟αFieber   
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節6図 東シナ海と塵上（筑後静）における同軸・刑期車の捕漉魔の相調（1969～  

1粥0〉。矢印のついた丸は捕頭数0を窓味する。  

が必らず含まれており，時ほぼエセトビイロウンカ，  

セジロウン力量ドキ5廃融刷b仏閣抑・ぐ絢■αEsalくiet  

‡shiharaも含登れている。そしてウンカ斬だけで，全  

体の90％以上を占めている。ウンカ敷の卯や幼虫を吸  

汁する捕食他力メムシ，カタグロミドリメタラガメ  

q帖肋・rゐわ招ぶ軌～d頓抑！fざReuter，ムナグロキイロメタラ  

ガメ乃朝毎＝雨脚1ぶgぶS絶1が安産して含まれているこ  

と。コブノメイガC叩頭扉淵Ⅵ裏〃闇路感厄（紬狐録重  

かなり多数抑止され，とくに灯火によく瀦引されること。  

これに対し，窓外なことにはツマグロヨコパイ，その他  

のヨコバイ難が非常に少く，しかも少数捕放されたもの  

でも殆んどメスばかりであった。更に純血されたヒメト  

ビウンカのイネ繍薬肘霹感染能力の有鰯を赤血球凝鑓反  

応で調べたところ，低率ながら保毒虫が食まれているこ  

とが分った。ヒメトビウンカは熟帝地方の‡力闘，商冷地  

には少数分布しているが∫ セジロウンカ，トビイロウン  

カと比救で塗る程発致するのは，温帯～亜熟瀞と考えら  

れ，またイネ繍輩枯病も今のところ熱抑こは分布してい  

ない。ムナグロキイロメクラガメも筆者の経験ではフィ  

リッピン，タイなどでほ殆んど発見出来ない。また少数  

描出されたツマグロヨコバイも温帯に分布するもので，  

熟樽～亜熱箱に広く分布するダイワンツマグロヨコバイ  

やクロスジツマグロヨコバイは含まれていない。これら  

の率爽は，東シナ海でこの時期に捕虫される小型昆虫は  

熱渾から護按飛来するものではなく，温祁～亜熱帯遮で  

あることを強く示唆している。   

東シナ海上と陸上（福岡臓蘭後市）との捕虫数の相関  

を示したのが第6図である。極上で飛来数の多かった年  

は東シナ海でも多かったが，その選ば必らずしもあては  

まらない。東シナ海でかなり抑放された場合でも極地へ  

は殆んど到達しない年があり，とくにトビイロウンカで  

その例が多い。これは東シナ海中央部までウンカ郊を運  

んで来た気団がそこで停滞してしまったものと考えられ  

る。東シナ海までは割合容易に遊ばれて来るが，それか  

ら更に刃ミ北方向へ運ばれるためには，前にのペたような  

低気圧の東北遊という，もう山段の気象条件の存在が必  

粟なのである。  

衆アジアにおけるウンカ類の長距離移動説   

lヨ本列島および東シナ海，南方定点での調査の結果は  

セジロウンカ，トビイロウンれ その他多数の小型良血  

が梅雨期の爾西風によってごく普通に盛雄離移動をして  

いることを示しており，これが少くとも日本本土におけ  

るセジロウンカ，トビイロウンカのその年の発生源であ  

ることはも軍疑う余地のないものと考えられる。しかし，  

その飛来漁については，【判温太極申商部である可鎗性が  

澄も高いというだけで，確証はない。中圏大陸の冬は厳  

しく，イネが周年淑培される所は殆んどない。これらウ  

ンカが周埠発生する所ほどの辺までであろうか。  

1972年1月～4月の閏，台湾，香港，フィリッピン各   
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他の冬の状態，イネの栽培とウンカ類の生息状態を調査   

した。   

台湾中，北灘の冬はシベリア商気圧の影響で気温もか  

なり低く，本四にはイネは見られない。2番生や初期蘭  

代にもセジロウンカ，トビイロウンカを見つけ出すのは  

難しい。南部でほやっと周年栽培に近い形が見られる。  

そしてどく少数のセジロウンカ，トビイロウンカが見ら  

れる。周年発生の北限はこの辺かも分らない。日本内地  

では越冬が碓隠されていないセジロウンカモドキやヒエ  

ウン力もそれぞれメヒシバ，ヒエが生育している場所で  

ほこく督通に冬越ししている。つまり，糾さえあれば休  

眠他のないウンカ頼も台湾では周年発生が可能であると  

いえる。しかし，この越冬個体が発生源のすペてである  

かどうかば分らない。台湾では山j舅作では発生は殆んど  

なく，7～8月に始或る二期作の後j批10月頃に発生密  

度が高くなるのが普通であったが，1966年，1969年には  

w・期作にも被寒が出たという。   

香港の冬は，シベリア商気圧の影響が強く，乾炊がき  

びしい。そしてウンカ敷金体として越冬条件は尊びしい  

と思われた。香港では容の初め，傾から暖かい風が吹卓  

込むと，霧や霧雨が起る。この時潤は隼によって変動す  

るが，1972嘲こは4月6～8日に降雨があり，気温も上  

り，赤道前線が北上したと思われる。奉迎にもこのすぐ  

毒乳 4月12日～14E】の間，ふたたび香港各地を調査し，  

苗代の中で多数のセジロウンカ，それに少数のトビイロ  

ウンカ，ヒメトビウンカの若々しい成虫ばかりを見出す  

ことが出来た。規模は分らないが，明らかiこ前線の北上  

に揮うウンカ斬の飛来があったものと考えられた。   

フィリッピン各地では勿論稲作さえあればいずれの場  

所でもセジロウンカ，トビイロウンカを兇耕すことが出  

来た。   

これらを繚合して，休眠他のないセジロウンれトビ  

イロウンカの周年発生にはイネの存在が不可欠で，その  

北限ほ台湾の中，南部あたりであろう。しかし，大発舷  

の原因となる程度の高密度の越冬が台湾南部で梅坪行わ  

れているかどうかば今後の研究課題である。筆者の現在  

までの推測では襲撃的な周年発生は熱繹であり，これか  

ら出発して変の北上，つまり赤道前線の北上に伴って，  

亜熟渾～温碑磯部へ分散し，節1偶作のイネの」こで増殖  

する。1～21射七後，太平洋高気圧の北上 つまり梅雨  

前線の北」こにつれて，その上を東北遊する低気圧に引っ  

ばられて東北逸する矧馴こよって日本列島へ，にわか雨  

のような形で西から衆へ分散するものと考えられる。   

敢近中層大槌でもトビイロウンカの発生の頻発にかん  

がみ，その盛距離移動の大規模な研究を行って，その成  

果を発表しつつある（程ほか，1タフタ）。それによるとトビ  

イロウンカの周年発生は1月の平均気温が120C以上の  

地r軌 いいかえれば北総190以南に限られるとし，北  

剛前線付近までは暖冬の勾須こは山部越冬が可能としてい  

る。この北緯190以南を起点とし，脅から変にかけて  

5段階の北上飛行を行って，北緯330～350 まで分散す  

るという。これは筆者の仮親とよく適合しており，その  

節2段ないし第3段の北進移動の方向が粟にかたよった  

場合，日本列島への移動となるであろう。東シナ海で相  

良された小塾混血動こいくつかの特選があることをすで  

にのペたが，この点についても今後共カして解明したい  

と希望している。   

放線に，ウンカ朔の凝距離移動脱について，何故熱帯  

アジアで流行しているイネのウイルス病，ダラッシース  

タント病，ラダットスタント病，（いずれもトビイロウ  

ンカによって媒介される）が日本で発生しないかという  

疑問が出されていたが，1978年にダラッシースダント痛  

が，続いて1979年にラギットスダント痛が九州で発見さ  

れた。これらのウイルス柄が日本に定潜する可能性はな  

いと考えられているが，飛来虫数のいかんによっては今  

後蔑要な問題になるかも分らない。  

お わ り に  

以上慮い聞ナゾとされて発たセジロウンカ，トビイロ  

ウンカのわが国での発生源が海外からの盛距離移動虫で  

あること，この養距離移動は梅雨中，末期特番の気象条  

件によって，気流によって遊ばれること，同時にいまま  

で不明であったコブノメイガも盛距離移動する可能性が  

商いこと，その他の小覿昆虫も多数長距離移動すること  

が分った。筆者の仮脱や中国大陸における研究によって  

この慮距枇移動は舅ミアジア全体にまたがる現象である可  

能性が高く，今後の熱瀞アジアにおける移動性の研究が  

待たれる。   

思うにこのような盛年のナゾとされる問題の解決には  

多くの人々の努力の概み重ねが必要であり，また色々な  

偶然の発見が嚢要な役割を果すが，これらの多くの憫報  

の中でいずれが正解への出口に巡っているれ いずれが  

迷路であるかを判断する冷静な思考を必要とする。山兇  

迂遠なように恩われても自然を出発点とし，これに少し   
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ずつ人為的処理を加えつつ，自然の反応をたしかめて行  

く，伝統的な手放が結局は正解への避であること示して  

いると考えられる。  
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